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１．はじめに
日本列島における仏教文化の伝播を考えるにあたって、隣接する朝鮮半島
は古代から無視できない重要な地域の一つである。大正大学の協定校である
大韓民国ソウル市に所在する東国大学校は博物館を併設しており、そこには
わが国と関連性の深い文化財が多数所蔵されている。今回調査報告する高麗
時代の石造宝篋印塔もその一つである。
宝篋印塔はわが国中世に流行した石塔の一形式であり、その起源は中国呉
越王の銭弘俶がアショーカ王の造塔故事にならって顕徳２年（955）以後数
度にわたって造成し、配布した金銅塔（銭弘俶塔）にあるとされてきた。し
かし、近年中国福建省や広東省北部において、祖形となる宋代の石造宝篋印
塔が確認されるようになり、石造塔からの影響が検討されはじめている1）。
このような現状において、韓国における石造宝篋印塔は、東アジアにおける
石造宝篋印塔相互の関係を考える上で注目される資料と言える。
東国大学校博物館所蔵の石造宝篋印塔（以下、東国大学校宝篋印塔と呼ぶ）
は、忠清南道天安市大坪里寺址で発見されたもので、韓国唯一の宝篋印塔と
して現在国宝第 209 号に指定されている。すでに東国大学校教授崔應天氏
により、美術史研究の観点から検討が加えられ、同宝篋印塔の造形と人物描
写は中国からの影響をうけながらも、韓国独自の技法で製作された可能性が
一
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指摘されている2）。このような韓国での研究を踏まえつつ、日本側の視点か
らも本資料について検討をおこなうことは、東アジアにおける石造宝篋印塔
の伝播過程を理解する上で大きな意味を持つと思われる。
そこで、加島を代表とする研究班は 2012 年９月３日～９日まで韓国を訪
れ、東国大学校宝篋印塔の調査をおこなった。東国大学校博物館の協力を得
て各部位の詳細な写真撮影をおこなうとともに、２分の１サイズの実測図を
作成し、また出土地である忠清南道天安市大坪里寺址を訪れ、さらに国立公
州博物館においても本遺跡から出土した青銅製金鼓の資料調査をおこなっ
た。ここではこれらの調査成果について報告する。　　　　　　　　（加島）
２．遺跡の状況と研究史　
東国大学校宝篋印塔は、大韓民国忠清南道天安市北面大坪里山 192 番地、
朝鮮半島西岸中央部の牙山湾から約 40㎞東の山中に所在する大坪里寺址か
ら発見された。経緯度を示すと、北緯 36°52′42″、東経 127°17′08″の
地点にあたる（図１）。
大坪里寺址は山から派生した尾根に挟まれた谷地形の奥に位置しており、
標高は 200m を測る。山を背にし、三方を水田に囲まれた一辺 50m 余りの
方形の台地が遺跡の範囲である。寺址の南約 500m には東北から南西に並
川川が流れているが、この川は下流で錦江に合流し、牙山湾より南の沿岸の
群山で黄海に流れ込んでおり、天安市内から牙山湾に流れ込む河川とは別の
水系にある。
大坪里寺址のあった方形の台地は、周囲の水田面からは 1m ほど高く、現
状では上下二段に分かれてエゴマと唐辛子の畑として耕作されている（図版
17、18）。現地における観察結果では、人工の石材や瓦片をはじめ、各種の
磁器片及び土器片が地表で散見されることから、過去に寺院伽藍のあったこ
とが推察できる。
本遺跡では今回報告する石造宝篋印塔が 1967 年に発見されているほか、
現在国立公州博物館の所蔵する青銅製金鼓が 1971 年に出土しており、また
二
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過去に檀國大學校歴史学科によって発掘調査もおこなわれている。檀國大學
校の調査によれば2）、多数の瓦片と小量の土器片、磁器片などが採集される
のは、上段の畑よりは下の二段目の畑側であるという。下段の畑の東側に長
さ 3m25㎝、高さ 70㎝～ 1m50㎝の乱積みの石垣が確認されているが、石
垣の間に瓦片が多数含まれていることから、寺院廃絶後、伽藍に用いた石材
を使用して畑を開墾するために築造された石垣と推察されている。寺院名に
ついて地元では「九龍寺」と伝えているが、伽藍配置の痕跡は明らかになっ
ていない。出土した平瓦には、魚の骨のような矢羽状の圧痕の調整技法が多
く認められ、その編年は高麗時代と推定されている。胎土は砂が少し嵌入す
るものの精選されており、硬質で、瓦の色調は暗褐色を帯び、この平瓦の胎
土・塑性・色調は、天安地域の高麗時代に創建された天興寺址と弘慶寺址で
出土する瓦類と似た様相をみせるという。
大坪里寺址において東国大学校宝篋印塔の存在が明らかになったのは、
1968 年の李殷昌氏の報告が最初であり、同報告は日本においても 1969 年
に坪井良平氏によって訳文が紹介されている3）。また、本塔の詳細について
は、2011 年に大韓民国東国大学校の崔應天氏によって検討されている 4）。
以下、両者の研究にしたがって、これまでの研究の概要を紹介しておきたい。
東国大学校宝篋印塔が確認されたのは 1967 年９月下旬のことで、当初確
三
図１　大坪里寺址の位置
（左：SRTM-3 データによる。等高線間隔は 200m。　右：グーグルマップによる）
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認されたのは花崗岩の石塔片４点であった。これらの資料は、それより 20
年ほど前に大坪里カオトク洞在住の李斗世氏の家に運ばれ、井戸端の洗濯石
（最下段ほか３点）と川を渡るための飛び石（最上段１点）に使用されてい
たという（図１－石塔片所在地点。左側が飛石、右側が洗濯石の地点）。李
殷昌氏の調査によって、大坪里カオトク洞在住の周彩文氏所有になる大坪里
寺址の畑から、本石塔の下から２段目になる蓮華紋石造物片（下段より２段
目部分）、さらに四角形造出石片、唐草紋軒平瓦も発見され、宝篋印塔を構
成する主要部分の５段が復元され、韓国唯一の石造宝篋印塔であることが
確認された。その後本資料は、東国大学校博物館の所蔵するところとなり、
1982 年 12 月 7 日大韓民国国宝第 209 号に指定された。
東国大学校宝篋印塔の歴史的意義については、崔應天氏の研究に詳しい。
日本で一般に宝篋印塔と呼ばれる石塔の祖型は、中国五代呉越王銭弘俶の
作った金属造八万四千塔にある。崔氏は銭弘俶塔の起源がインド・マウリア
王朝の阿育王の配布した八万四千塔に求められることからすれば、独特の姿
の舎利塔である本塔は、宝篋印塔というよりも、「阿育王塔」と呼ぶことが
妥当と述べている。こうした観点から、おもに中国における金属造銭弘俶塔
と比較検討をおこなっている。
銭弘俶塔の外形は、大きく基壇部、塔身部、相輪部の三か所に分かれ、基
壇部は区画された四面にそれぞれ４～５体の仏坐像を配置することが特徴で
ある。また方形の塔身部の４面各々の中央にドーム形の龕室を置き、それぞ
れに薩埵太子、月光王、尸毘王、快目王の四種の本生図を配置する。ドーム
の上には、金翅鳥、または迦楼羅と称する獣を置き、左右を唐草文等で飾る。
相輪部の四方には馬耳形の突起装飾である隅飾りがそびえ、その各面に誕生、
出家、涅槃などの仏伝図を表現する。 
東国大学校宝篋印塔を銭弘俶塔と対比すると、基壇部の仏坐像が中国では
見られない二仏並坐像を四方に配置する新しい構図となっている。また塔身
部の本生図の表現も、薩埵太子、月光王、尸毘王本生という構成面は類似し
ているものの、快目王本生部分が 須大拏太子本生というまったく新しい図
像に代わっており、細部の表現においてもドーム形の龕室を欠き、人物の数
を減らして中心人物だけを配置する簡潔な構図となっている。さらに馬耳形
四
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の隅飾りも、ほぼ基本形を継承しながらも、そこに表現された仏伝の場面は、
不明確な点が多い銭弘俶塔よりも細かく具体的であり、石材を彫刻する製作
上の難しさにもかかわらず、むしろ受胎、誕生、涅槃のような仏伝のさまざ
まな場面を表現している。
これらの特徴から崔氏は、本塔が工芸品的性格を持つ銭弘俶阿育王塔舎利
器の形式を取りながらも、韓国において経典の内容を翻案して石造浮彫の技
法にふさわしい図様を創出し、花崗岩の材質に合うように独自に製作された
ものと評価した。
またその製作時期については、塔身部の本生図に登場する丸い鍔のある兜
形の独特の帽子をかぶった人物の表現が、慶尚北道醴泉郡開心寺址五層石塔
（遼の統和 28 年〈1010〉）の 八部神将像と近似する点を重視し、高麗時代
の 11 世紀を下らない時期の作品と推定した。
さらに、本塔を中国における石造宝篋印塔とも比較し、湖州市博物館の
石搭や浙江省普陀山普済寺石塔、また広東省湖州開元寺石塔のような 13 ～
14 世紀代の石塔との共通性は低く、むしろ高麗時代より時代が下る明代の
福建省泉州開元寺石塔と類似することを指摘している。年代の遅れる作品と
共通する点については、明代の石塔が典型的な銭弘俶塔舎利器の形式を採用
していることに理由を求めている。
ところで、東国大学校宝篋印塔の造立された場所が、なぜ当時の高麗の首
都である開城から遠く離れた大坪里寺址であったのかについて、崔氏は天安
周辺が昔から中国の文物を受け入れる地理的な要件を満した地域であったこ
とを重視している。とくに統一新羅後期から中国浙江省地域との緊密な交流
をなした瑞山、唐津などの外港が西方の海岸に位置しており、中国との交流
が容易だったという地理的特性がその背景にあったという。あわせて、『仏
祖統記』巻十の「高麗国人の法師諦観に五十種の宝物を持たせて高麗で天台
経籍を求めた」という一節を引き、高麗と呉越国との交流がたびたびあった
ことを認め、諦観が呉越国から五十種の宝物を持って渡ってきた時期が高麗
光宗 12 年（961）であり、銭弘俶が阿育王塔を初めて造成した時期の顕徳
2 年（955）頃とそれほど差がないため、当時阿育王塔の一部が高麗に送ら
れてきた可能性があると推察した。
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ただし、石塔の造立が大坪里寺址のみであって、当時の高麗の首都である
開城で発見されていない点については、高麗王朝が宋との交流を最優先して
おり、呉越文化の象徴である銭弘俶阿育王塔を積極的に導入する立場にな
かったことによるとし、文化交流の要衝地に近い大坪里寺址にのみ限定的に、
当時としては最先端の中国仏教文化を反映させた東国大学校宝篋印塔が造成
された、と結論づけている。
以上のように、李殷昌氏の報告と崔應天氏の研究によって、東国大学校宝
篋印塔の詳細は明らかになってきている。なお、崔氏は自身の論文の末尾に
おいて、本塔の基壇下の台石と見られる 2 点の部材が新たに確認され、現
在東国大学校博物館の所蔵となっており、この台石を含めた形で石塔の完全
な姿を復元することが課題であると述べている。その意味で、本塔の研究に
おいては、全体の形状を復元的に考察していく必要があると思われる。
そこで本報告においては現地での詳細な資料調査を踏まえ、東国大学校宝篋
印塔の形状、図像の内容、また大坪里寺址出土の青銅製金鼓について検討を加
え、それらの特質と歴史的意義について改めて考察をおこなうことにした。
（塚田）
３．東国大学宝篋印塔の概要
（１）法量・品質構造など
東国大学校宝篋印塔の現状は下方より基壇部（上下２材）、塔身部（１材）、
屋蓋部（上下２材）の５個の部材からなる。またこのほかに台石破片と考え
られる部材が２点ある（図２）。いずれも花崗岩製である。　
法量は全高 190.0cm。基壇部下段の部材は、高さ 49.0㎝、幅 66.0㎝、同
上段の部材は高さ 18.7㎝、幅 67.5㎝、塔身部の部材は高さ 47.3cm、幅
51.5cm、屋蓋部下段の部材は高さ 26.7cm、幅 59.8cm、同上段の部材は高
さ 48.0㎝、幅 54.0㎝。
基壇部、塔身部、屋外部下段はいずれも方形。各部材が接する面は、確認
できる範囲で平坦であり、枘等による各部材の連結は見られない。屋蓋上段
六
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部は、方形の上面に中央部を高くする４弁花形を表し、その４隅に隅飾りを
あらわす。屋蓋上段部の上面に枘穴と推定される直径 8.0㎝、深さ 12.8cm
の円筒形の穴が穿たれ、当初は別材製の相輪部の枘が挿し込まれていたとみ
られる（現在亡失）。
なお李殷昌氏の報告では、塔身部の上面中央に直径７㎝、深さ６㎝の円穴
が穿たれているとされる。現状ではその上に屋蓋部が乗ることから、確認で
きなかったが、李氏が指摘するように舎利容器等が奉安されていた可能性が
あろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（伊藤）
（２）形状
東国大学宝篋印塔は各段の４面それぞれに浮彫が施される。塔身部に月光
王施首図のある面をＡ面と呼び、それから向かって左側方向に回る形でＢ・
Ｃ・Ｄ面と呼ぶ（図版１～４）。以下に、崔應天氏による報告に基づきつつ、
今回の調査で得られた知見を加えた結果を記述する。
①基壇部下段
外縁部を幅 6.0㎝に縁取り、内部に二仏並坐の形式で２軀ごと、４面で合
計８軀の如来坐像を浮彫する。各像はいずれも、肉髻、螺髪、三道相をあら
わし、目、鼻、口を簡単に刻み、右肩から右腕を覆う覆肩衣と左肩を覆う衲
衣を着け、趺坐する。左右足の内外は不明である。二重円相光をあらわす。
台座は蓮華座、その反花 は素弁 16 方２段（後方分は省略）。
４面計８躯の如来像の形状は次のとおりである。
如来像その１（Ａ面向かって右方）―禅定印を結ぶ。
如来像その２（Ａ面向かって左方）―印相不明。
如来像その３（Ｂ面向かって右方）―左手は腹の前で掌を上に向けるか。
如来像その４（Ｂ面向かって左方）―台座反花は単弁。反花の下に丸框状
の段差をあらわす。
如来像その５（Ｃ面向かって右方）―両耳を刻む。両手を衣に包むか。台
座反花は 20 方か。
如来像その６（Ｃ面向かって左方）―両耳を刻む。両手を衣に包むか。
如来像その７（Ｄ面向かって右方）―両手を衣に包む。台座反花は単弁、
七
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大韓民国東国大学校博物館の石造宝篋印塔調査研究報告
275
各弁端をくぼませる。10 方２段か。
如来像その８（Ｄ面向かって左方）―その 7 に準じる。
下段部材の２つの側面（Ｂ・Ｄ面）の上部に、縦 3.3 ～ 6.0㎝、横 5.1 ～ 7.5
㎝深さ 7.6 ～ 11.9㎝の下が広がった台形の切り込みが２個所ずつある。当
初の造形の一部を損ねていることから後世の造作と認められる。
②基壇部上段
各側面の上部に列弁文を、下部に横方向の線１条をあらわし、その間に蓮
弁形をあらわす。各弁は内外に区画し、内側部は無文、外側部分に唐草文を
あらわす。蓮弁は各面とも７枚（両端分は各半切形）。部材の上面の周縁部
に反花をあらわす。反花は４辺とも各 10 枚２段、複弁。部材上面反花の内
側に線 2 条をあらわす。
③塔身部
各側面は４辺の外縁部を縁取り、その内側に本生譚図を陽刻する。以下に
各面の形状を記し、図様の解釈案を（　）内あるいは別段落にまとめて記す5）。
Ａ面　月光王施首（月光王損捨宝首）（図版５）
中央やや向かって左方（以下画面の左右はいずれも向かって）に、腰を曲
げ体の前に両手を構えて切り落とされる頭部を受けようとする人物（月光王
か）をあらわす。右方に、剣をふりかざして立つ人物（婆羅門の労度差か）
をあらわす。左方に合掌して立つ人物（月光王が殺されるの見る大月大臣か）
をあらわす。月光王の右に、王の首を受け支えようとして跪く人物（月光王
の首を要求する毘摩斯那王か）をあらわす。人物はそれぞれ目、鼻、口をあ
らわし、月光王以外の３人は笠状の冠帽をかぶる。
Ｂ面　薩埵太子捨身施虎（薩埵太子投崖飼虎）（図版６）
中央に人物（薩埵太子か）を大きくあらわす。太子は三山形の髻を結い、
偏袒右肩の衣を着け、左手は左脛に置き、右手は屈肘して挙げ指先を首に向
ける。左膝を屈し、右足を側方に踏み下げて台上に坐る。太子の前方左右に
各１頭ずつ虎の仔をあらわす。向かって右方の虎は四肢を伸ばして左方を向
いて立ち、向かって左方の虎は右方を向いて蹲る。画面右端に竹を、左端に
山岳形をあらわす。太子が飢えた虎に、自らの首に木を刺して流れる血を布
施する情景である。  
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Ｃ面　尸毘王救鴿命（尸毘王割肉飼鷹救鴿）（図版７）
右方に人物（尸毘王か）をあらわす。王は冠をいただき、上半身裸形、両足
を投げ出して左方を向いて四角形の坐具上に坐り、両手を伸ばして右足の脛に
当てる。下半身に腰布状の衣を着ける。左方に人物（帝釈天か）をあらわす。
帝釈天は、袍と袴を着け、顔を右方に向けて合掌して立つ。２人の間に天秤を
あらわす。天秤の上端は雲頭形、左側に下げた鴿（毘修天の変化身）の側に傾く。
尸毘王が自らの足の肉を割いて天秤にかけるが、どれだけ多くの肉を割い
ても鴿の方が重い、という情景である。
Ｃ面の中央下方、尸毘王の右踝部に円形の穴を穿つ。穴の下方表面に褐色
の付着物がある。鉄錆か。最近の造作ではないが、造立当初のものではない
と見られる。
Ｄ面　須大拏太子本生（慈力王割耳燃燈）（図版８）
左方向きの２輪の車駕の上に２人の人物が左方を向いて坐る。向かって右
の人物は女性と見られ、打合せのある衣を着け、体の前に２児を抱える。左
の人物は袍を着けた男性と見られ、両手を屈臂して胸の前に挙げる。画面の
左端にあたる車駕の向こうに２人の人物の上半身があらわされる。ともに車
上の人の方を向き、右方の人物は合掌するか。
銭弘俶塔には附合する図像がなく、慈力王割耳燃燈の本生にあてる説がある6）。
④　屋蓋部下段
各側面の中央水平方向に歯列文帯をあらわし、上下２段に区画する。下の
区画は周囲を縁取り、その中に唐草文をあらわす。唐草文は各面でその高
さ、幅が異なる。上の区画に仰蓮をあらわす。蓮弁は各単弁、弁端は入隅形
で短い刻線をあらわす。各面とも７弁（両端は半切形、全周で 24 方）、２段。
Ｂ面とＤ面の下縁に台形の切り込みを２個ずつ穿つ。そのうち１個所の中に
モルタル状の付着物がある。後世の造作である。
⑤　屋蓋部上段隅飾り
上段部は１材製。頂上部に低平な４弁の花形をあらわしその中央に丸穴を
穿つ。４隅に垂直に立ちあがる上縁が曲線形の隅飾りをあらわす。各隅飾り
の裏側中央に線を刻み花弁形をかたどる。表の外縁部上方１個所を入隅形に
あらわす。各隅飾りの外側にあたる２面を紐２条で縁取り、紐１条で上下に
一一
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区画し（下半部高さ 23.0㎝、上半部高さ 17.0㎝）、８面で計 16 の区画をあ
らわし、各区画にそれぞれ仏伝図を浮彫する。各隅飾りの最下部に唐草文帯
をあらわす。各隅飾りの中間にあたる位置にそれぞれ如意頭形をあらわす。
Ａ面（図版９）
Ａ－１（向かって右上の区画）誕生―画面向かって右方に立つ人物（摩耶
夫人か）は右衽の衣を着け右手を上げる。右脇腹から太子が出生するようす
をあらわす。左方に右向きに坐す人物（梵天か）をあらわす。太子に水をか
けるか。摩耶夫人が無憂樹の花を採ろうと枝を右手でつかむと右の脇の下か
ら太子が誕生する情景である。
Ａ－２（向かって右下）７歩行―画面やや右方に左手を垂下し右手を上げ
て蓮華座上に正面を向いて立つ上半身裸形の太子をあらわす。太子の頭上に
雲（または竜か）をあらわし、下方に４弁花５個（蓮華か）をあらわす。画
面左方に冠をいただき合掌して右を向いて坐る人物をあらわす。
Ａ－３（向かって左上）　チャンタカとカンタカとの離別（出城）―画面
左方に右向きに坐る人物（太子か）をあらわす。中央に左向きに坐る人物（御
者カンタカか）をあらわす。右下隅に左を向いて蹲る馬（チャンタカか）を
あらわす。石材の風化によって細部の形がわかりにくい。
Ａ－４（向かって左下）　スジャータ（善生）の乳糜供養―中央に右手を
屈臂して顔の横に上げ、上半身を前に傾けて右向きに腰掛け、偏袒右肩で足
首までを覆う衣を着ける人物（太子か）をあらわす。光背を負うか。右方に
顔の前に乳糜の入った金鉢と思われる口の広い器を捧げ持ち左向きに跪坐す
る人物（スジャータか）をあらわす。
Ｂ面（図版 10）
Ｂ－１（向かって右上）主題未詳―上方に両手を垂下して正面向きに坐る
人物をあらわす。下方むかって右側に正面向きに坐ると見られる人物をあら
わし、左側に右方を向き跪坐する人物をあらわす。いずれも合掌するか。
Ｂ－２（向かって右下）主題未詳―画面中央に、頭を右に傾けて上を見上
げ、左手を下げ、右手を上げてその上に両翼をひらいて立つ鳥を載せ、左向
きに坐り、袖付きの衣を着た人物をあらわす。
Ｂ－３（向かって左上）主題未詳―画面右下に人物をあらわすか。左方に
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樹木あるいは山岳をあらわすか。
Ｂ－４（向かって左下）クンダ（純陀）の最後供養―向かって左方に如来
像をあらわす。肉髻をあらわし左手はあるいは膝の上に置き、右手は屈臂し
て胸の前で掌を前にして立てる。二重円相光背を負い、蓮華座上に趺坐する。
右方に髻をあらわし胸の前に持物を捧げ、裾の長い衣を着けて左向きに立つ
人物（クンダか）をあらわす。純陀の最後供養、四天王の奉鉢の情景である。
Ｃ面（図版 11）
Ｃ－１（向かって右上）降魔成道―画面上方に二重円相光背を負い台座上
に坐る如来像をあらわす。下方に３人の人物をあらわす。左方の人物は鎧を
着けて右を向き両足を開いて立つ。中央の人物はそれよりも小さく左向きに
立つ。右方の人物は裾の長い衣を着け、左向きに立つ。降魔成道の情景か。
下方向かって右が地神、左側が魔王と魔軍か。
Ｃ－２（向かって右下）梵天勧請―画面中央に二重円相光背を負い正面を
向いて台座上に坐る（成道した）如来像をあらわす。右手を屈臂して胸の前
に上げるか。偏袒右肩の衲衣を着けるか。台座は蓮華座、蓮弁、框、反花を
あらわす。如来の左右に各１人の人物をあらわす。ともに円頂、足首までの
衣を着け沓を履き、右の人物は左方を、左の人物は右方を向いて立つ。右が
帝釈天、左が梵天か。
Ｃ－３（向かって左上）占相―アシタ（阿私陀）仙人が涙を流し釈迦が仏
陀となることを予言する場面。画面左方に二重円相光背を負い台座に坐る如
来像をあらわす。画面ほぼ中央に方座に坐る人物をあらわす。この人物は
シュットダナの王か。
Ｃ－４（向かって左下）大涅槃―画面上方に沙羅双樹をあらわす。中央に
斜め上から見た長方形の床をあらわし、その上に頭を右方にして横臥する釈
迦をあらわす。釈迦はあるいは左肩を下にして横たわり、左手を屈臂して頭
を支え、右手を体に沿わせて伸ばすか。床の前方左の人物は右を向いて跪座
するか。前方中央の人物は正面に背を向けて床にもたれて坐るか。床の向こ
う側にも３人の人物の上半身があらわされるか。
Ｄ面（図版 12）
Ｄ－１（向かって右上）兜率来儀―画面ほぼ中央に左を向いて四肢を伸ば
一三
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して立つ象をあらわす。象の足下には雲あるいは蓮華をあらわすか。象は障
泥を付け背に宮殿を乗せる。宮殿は入母屋造、瓦葺、鴟尾をあらわし、建物
の中に人物をあらわすか。宮殿の右方に火焔とみられる平行の曲線をあらわ
す。護明菩薩が兜率天から娑婆世界に誕生するために六牙の白象に乗って摩
耶夫人の身を依託する情景か。
Ｄ－２（向かって右下）釈迦説法像―右方に髻を結い顔を上に向け、左手
を下げ右手を上げ、左足を踏み下げて坐る男性像（釈迦か）をあらわす。左
方に右を向き合掌して跪座する人物をあらわす。
Ｄ－３（向かって左上）龍王夫妻の讃―人物２人が正面を向いて合掌し、
跪坐する。右方の人物は袖の長い衣を着ける女性像か。 苦行を経た釈迦が
ブッダガヤの菩提樹に向かう途中、神異を見た龍王夫妻が成道を預言し讃を
おこなう情景か。
Ｄ－４（向かって左下）魔王波旬―菩提樹の下の吉祥座で修業するとき、
魔王波旬が娘たちに命じて 32 種の嬌態をなして釈迦を誘惑する。右方の人
物は両手（あるいは片手か）を挙げ、膝を曲げて右足を上げる。左方の人物
は髻を結い、左手を振り上げてバチを執り、右方に置いた太鼓を叩く　楽器
の演奏にあわせて舞踊する魔王波旬と波旬の娘か。　　　　　　　　（副島）
（３）台石
東国大学宝篋印塔の台石とされる部材が２点、館内の収蔵庫に保管されて
いる。ともに花崗岩製で、欠失部が多いが、現状において当初の平面形は方
形であったと推定される（図版 15）。
台石１　高さ 25.1㎝、幅（現状）44.0㎝、奥行き（現状）24.0㎝。
全体のおよそ４分の１が残る。格狭間が良好に残っている側面は１面で、
その面を正面としたとき、正面の右半分のみが残る。残存部分の遺存状態は、
比較的良好である。格狭間内部の上方部には茨状の突起（カスプ）が左右各
２個所、下方部中央には上向きの花形（如意頭形）１個を表す。左方の格狭
間は右辺部が一部残る。格狭間の上方部には唐草文をあらわす。
台石２　高さ 26.0㎝、幅（現状）61.0㎝、奥行き（現状）50.0㎝。
現状では全体の約４分の 1 が残る。格狭間が残されている側面は１面で
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あり、その面を正面としたとき、正面中央から右半部が残る。右辺部は欠損
する。残存部分には格狭間１とその上方部に唐草文をあらわす。格狭間内部
の下方部中央には上向きの花形（如意頭形）１個を表すが、遺存状態は良く
ない。また同上方部には右方にカスプが２か所みえる。
台石１と台石２は格狭間の形状が異なるが、それが各面の彫刻技術や表現
の差であるとすれば、崔氏らも認めているように、２個の部材はともに宝篋
印塔の台石の残存部分と見ることができよう。　　　　　　　　　　（伊藤）
（４）金鼓
東国大学校宝篋印塔が発見された忠清南道天安市大坪里寺址から 1971 年
青銅製金鼓１口が出土し、現在国立公州博物館の所蔵となっている（図版
16）。以下にその概要を記す。
①法量（単位：㎝）
②形状
全体にやや薄手造りの金鼓である。
鼓面は全体に平坦でごくわずかな甲盛りを有し、幅広な子持ち三条の凸帯
で撞座区と外区に区画する。撞座区に蓮華座を陽鋳線で表す。蓮華座は７弁
一五
〈表面〉
面径 36.0 面厚 8.3 肩厚 7.8
撞座区径（外） 19.6 撞座区径（内） 17.1 蓮華座径 14.2
外区径（内） 7.2 凸帯幅  2.5 
耳幅（向かって右） 3.3 耳幅（向かって左） 3.5
耳高（向かって右） 2.6 耳高（向かって左） 2.4
耳厚（向かって右） 1.8 耳厚（向かって左） 1.8
孔径（向かって右） 1.1 孔径（向かって左） 1.1
〈裏面〉
面径 36.8 孔径 28.0
凸帯幅 0.9 凸帯厚 0.8 外区幅 2.5
〈鉄鐶〉
外径 4.6 鐶幅 1.6
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間弁付きで各弁は弁先を尖らせ、その内側を幅広に縁取る。外区には渦巻や
波線、茎長の蕨手を組み合わせた唐草風の文様を陽鋳する。蓮肉は小さめで
雄蕊に当たる部分を凸帯で縁取り、その内側に小さな半球形の蓮子９個（中
央に１個、その周囲に８個）あらわす。
裏面には大きな穴をあけ、穴の周囲を凸帯で縁取っている。両肩に懸吊用
の耳を二箇所に設ける。耳は縦長の方形で角を面取りし、不整形な円形の孔
を開ける。向かって左の耳には鉄鐶が残っている。
③品質・構造
銅製鋳造。肩に外型の合わせ目が認められるので、この部分で前後合わせ
型による鋳造であったことがわかる。鼓面に外型製作時の刷毛目がよく残る。
耳と耳の間に鋳造時に失敗したとみられる欠失部があり、鋳かけして補修し
ている。このあたりが湯口だった可能性がある。型持の痕跡は現状では認め
られなかった。
④保存状態
全体に青錆を帯び、薄く土砂が付着している。前述したように耳と耳の間
に鋳かけによる補修箇所がある他は、全体に保存状態は良好である。向かっ
て右の耳の鉄鐶を亡失する。
⑤所見
金鼓は銅鑼に似た梵音具で、銅鑼のように鼓面の反対側に鼓面を設けず大
きく穴を開けるが、肩に懸吊用の耳を２箇所乃至３箇所に付ける違いがあ
り、禁口の名でも呼ばれた。大坪里寺址出土のこの金鼓は、幅広の凸帯で蓮
肉を縁取る蓮華文や外区の唐草風の文様が、大定 19 年（1179）銘金鼓（国
立中央博物館蔵）や資福寺泰和７年（1207）銘金鼓に通ずるところがある。
しかし、この２例がいずれも鼓面を子持ち３条の凸帯で３区に区画している
のに対し、本作は２区に区画している。わずかに甲盛りを有したこの鼓面の
姿は、撞座に蓮華座をあらわしてはいないが、内院寺大安７年（1091）銘
金鼓の鼓面に通ずるところがあり、古様を示しているように思われる。こう
したことを勘案すると本作の制作は高麗時代 12 世紀の中頃から後半頃では
ないだろうか。なお、本作の外区の唐草風の文様が、東国大学校宝篋印塔の
隅飾り下方にあらわされた唐草文風の文様に形の上で通ずるところがあるよ
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うに思われ、両者の関係が近いことをうかがわせる。本青銅製金鼓は、東国
大学校宝篋印塔の唐草文の意匠を取り入れて製作された可能性も考慮する必
要があるのではないだろうか。　　　　　　　　　　　　　　　　　（加島）
４．考察
（１）形状復元と年代推定
東国大学校宝篋印塔の全体形状の復元を最初に試みたのは、本塔をはじめ
て報告した李殷昌氏である。２．遺跡の状況と研究史でも記した通り、発見当
初部材は散在しており、それぞれが洗濯石や飛び石等に再利用されていた。こ
のため李氏は報文中において、現状の屋蓋下部と基壇上部の部材が入れ替わっ
た復元案を提示している7）。これは復元に際して混乱があったためであろう。
その後、本塔は東国大学校附属博物館に所蔵されて復元、展示されている。
博物館における復元では、李氏の復元案とは異なり、屋蓋下部と基壇上部の
部材は現状のように訂正されている。なお、本塔は黄壽永氏8）や秦弘燮氏9）
等によっても日本に紹介されているが、その復元状態は現状と同じである。
屋蓋下部の上面は、平坦に成形されているが、その加工は粗い。一方で基
壇上部上面の周囲には、蓮弁と１条の太い突線が方形にめぐっており、塔身
を据えた時に受けとなるようにデザインされている。これらのことから、現
状の復元案が妥当であると考えられる。また、本塔は現在、基壇部を直接地
付きとしているが、本来は台座上に据えられていた可能性がある。東国大学
博物館に保管されている２個の台石片は、３の概要で述べたように当初の台
座の一部分である可能性がある。本塔の全体形状は、日本や中国の石造宝篋
印塔と異なり、水平方向の起伏が著しく弱く、全体に安定感に富んだ印象を
与える。
本塔の製作年代について李殷昌氏は、大坪里寺址が高麗寺院であるという
現地での伝承と、同寺址から高麗時代の唐草文軒平瓦が出土していることか
ら、そこに建造された本宝篋印塔も高麗時代（918-1392）の所産であると
推定した10）。また秦弘燮氏も李氏の説を受け、高麗時代の製作であると紹介
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し、黄壽永氏はより限定的に、高麗初期の製作であるとしている11）。
これに対し崔應天氏は、塔身部の本生図にみえる独特の帽子を被った人物
表現が、開心寺址五層石塔（遼の統和 28 年〈1010〉）の 八部神将像に近似
する点を重視し、高麗時代の 11 世紀を下らない時期であろうと、さらに踏
み込んだ推定をしている12）。
今次の報告では、本塔の詳しい年代推定にまで及ばないが、今後、崔氏が
指摘するように、本塔にみられるさまざまな特徴を分析する過程で、より具
体的な年代観が与えられる可能性があり、今後もこのことについての研究を
継続したい。
（２）日本・中国の石造宝篋印塔との比較
東国大学校宝篋印塔は、現在まで朝鮮半島で確認された唯一の石造宝篋印
塔である。日本における初期の石造宝篋印塔 13）は、畿内を中心に、瀬戸内
の一部と鎌倉を中心とする関東地方の一部に偏在している。また中国大陸に
おける石造宝篋印塔は、福建省と広東省の沿岸部に偏在し、多くが宋代（北宋・
南宋）に造顕された14）。さらに、これら各地の石造宝篋印塔は、その成立か
ら展開に至るまで、銭弘俶塔に代表される金属造宝篋印塔との関連が、これ
までも強く指摘されている。
そこで韓国唯一の石造宝篋印塔である東国大学校宝篋印塔を考える一助と
して、日本と中国の石造宝篋印塔および金属造宝篋印塔との簡単な比較を試
みたい（図３）。
①宝篋印塔の意匠の比較
日・韓・中の石造宝篋印塔を比較するために、日本の初期石造宝篋印塔の
一例として、「鶴の塔」と呼ばれる京都市北村美術館に所蔵される旧妙真寺
塔15）をその対象に挙げる。この塔は、従来、日本における石造宝篋印塔が
金属造宝篋印塔（銭弘俶塔）の影響によって成立したとする説の根拠に挙げ
られてきたもので、日本の石造宝篋印塔の成立を考える上で看過できない資
料の一つである。
なお、中国石造宝篋印塔と金属造宝篋印塔については、東国大学校宝篋印
塔と旧妙真寺塔とを比較するなかで適宜例示していく。
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東国大学校宝篋印塔にみえる表現上の諸特徴を以下に列記する。
（ア）　基壇下段部の４面には二仏並坐像を陽刻であらわす。
（イ）　基壇上段部は反花座とし蓮弁を線刻する。
（ウ）　塔身部の四面には本生図を陽刻であらわす。
（エ）　屋蓋下段部は唐草紋と仰蓮を線刻する。
（オ）　隅飾りは弱い２弧で、各面を上下２区に分かち、それぞれに仏伝図
を陽刻する。
（ア）に対して、中国石造宝篋印塔や金属造宝篋印塔は一面に三仏もしくは
四仏並坐像を陽刻する事例が多い。一方、旧妙真寺塔では基礎の四面を３区
に分かち、それぞれに阿弥陀三尊種子、釈迦三尊種子、薬師三尊種子、弥勒
三尊種子を刻む。種子はいずれも蓮座と月輪を伴う。また中国石造宝篋印塔
や金属造宝篋印塔は（イ）のように、基礎部の上方部には文様を施さない場
合が多い。旧妙真寺塔についても蓮弁等は施さないが、これに続く京都市右
京区清凉寺塔（13 世紀）、滋賀県近江八幡市篠田神社塔（正安２年〈1301〉）、
京都市中京区誠心院塔（正和３年〈1313〉）等 16）は反花を刻んでおり、東
国大学校宝篋印塔を想起させる。
金属造宝篋印塔の塔身部には、（ウ）のように四面に本生図をあらわすもの
が多い。中国の石造宝篋印塔においても塔身部に本生図をあらわす例として、
福建省泉州市洛陽橋南塔、同省厦門地区梵天寺塔、泉州市開元寺塔等がある。
しかしそれ以外の意匠に、説話の意味が不分明となった「疑似本生図」や仏
菩薩の頭部を刻むもの、「佛」「寶」「僧」などの字句を刻むものなどがあり、
時期差が認められるようである17）。
一方、日本の石造宝篋印塔においては、塔身部に本生図をあらわす事例は
一例もなく、旧妙真寺塔でも四面には蓮華座に乗る如来像を陽刻する。
塔身部に本生図をあらわす点で、韓国、中国、金属造宝篋印塔は似るが、
大きく異なる点も指摘できる。それは、多くの金属造宝篋印塔の塔身部四隅
に見える、鳥形の表現の有無である。この鳥形は迦楼羅であるとされ、多
くの中国石造宝篋印塔の塔身部の四隅にも、迦楼羅と思しき鳥形の表現がみ
られる。また、旧妙真寺塔の塔身部四隅にも、明らかな鳥形が見られる。日
本においてこの鳥形の表現は、ほかに滋賀県竜王町鏡山宝篋印塔（13 世紀）
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や京都市清水寺、金沢市尾山神社（15 世紀以降）の塔身残欠等にしか見ら
れない稀少な特徴である。しかし東国大学校宝篋印塔には、こうした鳥形が
刻まれておらず、本塔が中国石造宝篋印塔や金属造宝篋印塔の意匠と異なる
点として指摘できる。
（エ）のように屋蓋部の下方部に唐草文様を刻む事例は、中国の洛陽橋塔、
梵天寺塔、開元寺塔等にみられ、金属造宝篋印塔にもあらわされている。し
かし東国大学校宝篋印塔に見える仰蓮は、中国の石造宝篋印塔および金属造
宝篋印塔などにはみられない。さらに、旧妙心寺塔は屋蓋下方部の四面に、
中央に人面を配しその左右に火焔文を線刻するが、蓮弁は刻まれていない。
各宝篋印塔とも隅飾りの形状はおおむね（オ）と共通である。とくに隅飾
りに仏伝図をあらわす事は、金属造宝篋印塔に一般的にみられ、また中国石
造宝篋印塔にも開元寺塔等にみえる。しかし、中国石造宝篋印塔の隅飾りに
は図様が表されない事例もあり、また日本の旧妙真寺塔の隅飾りには下方の
図３　金銅造塔（雷峰塔出土塔）と石造塔（その他）の比較　※縮尺不同
　雷峰塔出土塔　 　旧妙真寺塔　 　梵天寺塔　  東国大学校塔
二〇
大正大學研究紀要
　
第九十九輯
264
区画内には蓮座月輪を伴う種子を刻み、上方の区画には火焔文を刻む。
②宝篋印塔の構造の比較
次に各国の石造宝篋印塔の構造について見ていきたいと思う。
東国大学校宝篋印塔は、下から台石、基礎、塔身、屋蓋、相輪からなる構
造である。また中国の石造宝篋印塔はおおむね下から基壇、基礎台石、基礎、
中台、塔身、屋根（屋蓋）、相輪で構成されている18）。
中国の石造宝篋印塔は基壇部と塔身部の間に中台を置くが、日本の石造宝
篋印塔には中台を置く例は少ない。この中台とは、金属造宝篋印塔の基礎上
部に見える上框が変化したものとも考えられる。日本の石造宝篋印塔に中台
を設ける例は少なく、瀬戸内地域に分布するいわゆる「越智式宝篋印塔」が
これに類する可能性がある。なお東国大学校宝篋印塔も、当初から中台がな
かったと思われる。
東国大学校宝篋印塔の屋蓋部上面中央部には亡失した相輪部の枘を受ける
４弁花形の反花があるが、中国の石造宝篋印塔や金属造宝篋印塔にもこうし
た表現が見られる。一方で日本の宝篋印塔の場合、屋蓋部の上面は段を積み
上げる形をとり、最上面に相輪を置くが、反花の表現は見られない。
中国の石造宝篋印塔、日本の石造宝篋印塔のごく一部、及び金属造宝篋印
塔等は、隅飾りを屋蓋部と別造とする。こうした作りは、日本に伝来する南
宋時代の五百羅漢図中などにも見えることが大塚紀弘氏によって指摘されて
おり19）、絵画資料を介した石塔の意匠の伝播を考える上で、重要な要素とな
ろう。これに対して、東国大学校宝篋印塔は上段の屋蓋部と隅飾り、相輪の
枘受けとなる反花を一石から彫出している。こうした作りは、中国の石造宝
篋印塔にはほとんど見られない。一方で、日本に見られる多くの宝篋印塔と
の類似性が指摘できる。
③小結
以上の検討をまとめると、東国大学校宝篋印塔と日本の宝篋印塔とは差違
点が多く、直接的な関係は見出しがたい。また、中国の石造宝篋印塔とも完
全に一致する要素は少なく、中国から直接的にもたらされた可能性はまずな
かろう。同様に金属造宝篋印塔たる銭弘俶塔との関係も、塔身部に刻まれた
本生図と隅飾りの仏伝図の意匠を除くと、その関係は必ずしも密ではない。
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このように東国大学校宝篋印塔は、全体の形状は銭弘俶塔以下、日本の石
造宝篋印塔に連なる一連の流れの中に包括されると思われるが、個々の意匠
については独自性が強くみられる。このことから本塔は、すでに崔應天氏、
また絵画資料の介在を示唆した大塚紀弘氏が指摘するように、麗宋交流のな
かで、中国の石造宝篋印塔や金属造宝篋印塔の意匠等が朝鮮半島にもたらさ
れ、高麗において独自の石造塔として製作されたものと考えられる。その意
味で石造宝篋印塔のデザインに係る伝播の流れは、中国大陸から金属造宝篋
印塔や絵画等によって朝鮮半島（韓国）へもたらされたルートと、これとは
別に日本へと伝達されたルートとがあったことが想定される。　　　（伊藤）
５．おわりに　
本調査研究は平成 24 年度大正大学学内学術研究助成事業「日韓仏教文化
交流の調査研究」の一環として、研究代表者である加島勝（本学教授）を中
心に、副島弘道（本学教授）、塚田良道（本学准教授）、伊藤宏之（台東区
教育委員会・本学非常勤講師）、倉西憲一（本学綜合佛教研究所）が研究分
担者として参加して実施したものである（職名はいずれも当時、以下同様）。
本報告の執筆は全体の協議を踏まえて、加島、副島、塚田、伊藤の四名が分
担しておこない、各々担当項目の末尾に（　）で氏名を示した。なお、本生
譚図と仏伝図の検討にあたっては、倉西の協力を得ている。また、現地調査
では白岩大輔、阿部浩紀（いずれも大正大学大学院生）が参加し、各々写真
撮影、実測図作成に協力し、実測図の製図も阿部浩紀が担当した。報告の編
集は主として塚田が担当し、副島がこれを補佐した。　
末筆ではあるが、本調査研究にあたっては大韓民国東国大学校、並びに同
博物館、及び大韓民国国立公州博物館から格別のご協力とご高配を賜るとと
もに、東国大学校教授崔應天先生には一貫してご指導とご協力を賜った。こ
こに記して、深く感謝の意を表したい。　　　　　　　　　　　　　（加島）
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５）以下、塔身部の本生譚図に関する表題については、樊 錦詩 / 劉 永増敦
煌ガイド：『敦煌石窟　精選 50 窟鑑賞ガイド』莫高窟・楡林窟・西千
仏洞（文化出版局　2003 年）によった。また、それぞれの経典につい
ては次のとおりである。
Ａ面　月光王本生図（「月光王施頭品」『賢愚経』巻 6　大正 202. 
vol.4,387b-390b）。　
Ｂ面　薩埵太子本生図（捨身飼虎「捨身品」『金光明経』）。
Ｃ面　尸毘王本生図（『賢愚経』巻 1、大正 202. vol.4, 351c-352b）。
Ｄ面　須大拏太子本生図（辛島静志・中村元『ジャータカ全集　第 10 巻』
春秋社　1988 年 pp.149-317。漢訳は『六度集経』巻一、『太子須大拏
経』など。）。
６）崔應天氏は（註４）文献）、須大拏太子夫婦が子女を車に乗せて山中に
行く途中に婆羅門に会い、馬と車を要求され布施する情景とし、車上の
人物は須大拏太子と太子妃で、向かって右側の太子妃が子女を抱く姿と
する。また馬のいない車のそばの人物は車を要求する婆羅門としている。
また、須大拏太子本生図はインド Sanchi 第 1 塔四方塔門の中央北門下
段の表面と裏面にあり、とくに 2008 年南京長千寺塔の地宮出土の北宋
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代七宝阿育王塔（1011）四面の本生中に「須大拿王」と書いた銘文が
あることを指摘している。
なお倉西憲一氏のご教示によれば、中川原育子「キジル第 81 窟のスダー
ナ太子本生壁画について」 （ 名古屋大学 2011）をみると、この図柄は
須大拏太子本生図であると考えられる。
７）註３）文献。
８）黄壽永編著『韓國美術全集 6　石塔』同和出版公社　1974 年。
９）秦弘燮編著・孔泰瑢翻訳『韓国 7000 年美術大系　國寶　巻 6 塔婆』、
竹書房　1984 年　234-235 頁。
10）註３）文献。
11）註９）文献。しかし、高麗初期と推定する根拠については明示していない。
12）註４）文献。また下記の文献においても、同様の報告をしている。
崔應天「中国阿育王塔舍利器の受容――東国大博物館所蔵の石造阿育王
塔を中心に」『アジア遊学』134 号　2010 年。
13）ここではひとまず鎌倉時代までの宝篋印塔を、初期石造宝篋印塔とする。
岡本智子「日本における石造宝篋印塔の成立過程とその意義」『日引』
６号　2005 年。
同「初期宝篋印塔と律宗」『戒律文化』第 4 号　2006 年。
14）註１）文献。
吉河功『石造宝篋印塔の成立』第一書房　2000 年。
山川均『中世石造物の研究――石工・民衆・聖――』日本史史料研究会
2008 年など。
15）京都府教育庁指導部文化財保護課編『重要文化財宝篋印塔（鶴の塔）修
理工事報告書』京都府教育委員会　1983 年。
16）日本石造物辞典編集委員会編『日本石造物辞典』（吉川弘文館、2012 年）
の各項。以下、日本国内の事例については同書を参照した。また狭川真
一・松井一明編『中世石塔の考古学――五輪塔・宝篋印塔の形式・編年
と分布――』（高志書院、2012 年）も大いに参考となった。
17）佐藤亜聖「中国宝篋印塔の編年について」『中日石造物の技術的交流に
関する基礎的研究――宝篋印塔を中心に――』シルクロード学研究セン
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ター研究紀要 vol.27　2007 年。
18）各部の名称は、註１）文献の凡例に掲載された「中国石造宝篋印塔の各
部名称」に依った。
19）大塚紀弘「宝篋印塔源流考――図像の伝来と受容をめぐって――」『日
本仏教綜合研究』10　2012 年。
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図版１　東国大学校博物館宝篋印塔　Ａ面
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図版２　東国大学校博物館宝篋印塔　Ｂ面
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図版３　東国大学校博物館宝篋印塔　Ｃ面
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図版４　東国大学校博物館宝篋印塔　Ｄ面
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図版５　塔身部　Ａ面
図版６　塔身部　Ｂ面
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図版７　塔身部　Ｃ面
図版８　塔身部　Ｄ面
三一
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図版９　隅飾り　Ａ面
図版 10　隅飾り　Ｂ面
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図版 11　隅飾り　Ｃ面
図版 12　隅飾り　Ｄ面
三三
大韓民国東国大学校博物館の石造宝篋印塔調査研究報告
251
図版 13　塔身部　拓本
図版 14　隅飾り　拓本
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図版 15　台石（上１、下２）と屋蓋部
図版 16　金鼓（左上：表、左下：表部分、右上：裏、右下：側面）
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図版 17　大坪里寺址　遠景（中央奥の方形の畑）
図版 18　大坪里寺址からの眺望
三六
